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筆者らは，micro:bit を利用したプログラミング教材を開発し，新学習指導要領に向けての教員向け

の情報教育研修を実施してきた．2018 年度は，ブロック型，JavaScript を利用した研修講座，2019 年

度前期は，MicroPython を利用した研修講座を実施した．本稿（ポスタセッション）では，教員研修の

概要，および使用したテキストや出版する教科書を紹介する．また，デモセッションでは，この教科書

の特徴的な教材を紹介する． 

１．はじめに

新しい学習指導要領が告示され，2020 年以降，

小学校では各教科等の中で，プログラミング的思

考を育成する教育が始まろうとしている．このこ

とを踏まえ，筆者らは，2015 年以降，新学習指導

要領に向けての教員免許状更新講習を実施してき

た．また，micro:bit を利用したプログラミング教材を

開発し(1），(2），情報科教員向けの教員研修講座(3），学

会で教員向けのワークショップ(4）を実施してきた． 

本稿では，教員研修講座の内容を紹介する．ま

た，講座で作成したテキスト（3）をもとに，生徒・

学生向けの授業用の教科書として編集し，出版す

る本(5）の内容についても報告する． 

２．教員研修講座の概要

2018 年度に，教員免許状を所持している主に卒

業生に対して，情報教育に関する教員研修講座を

実施した．内容は，micro:bit によるプログラミン

グ研修である．教員研修講座の概要を以下および

表 1に示す． 

・実施時期：2018 年 8 月～2019 年 3月

・回数：月 1回，90 分 2コマ

合計 8回（補習日，講演会を含む） 

表 1 教員研修講座の内容 

回 内 容 

第 1 回 情報教育の動向と情報科教育 

micro:bit によるプログラミング（基本構造） 

第 2 回 プログラムの活用（関数，配列，グラフ作成） 

第 3 回 プログラムによる計測・制御(各種センサー) 

第 4 回 プログラムによる計測・制御(信号機の制御) 

第 5 回 アルゴリズムとプログラム（検索，整列，状態

遷移図，ハノイの塔）

第 6 回 通信とプログラム（無線通信，暗号化，エラー

検出） 

2019 年度前期は，「micro:bit で学ぶプログラミ

ング～JavaScript，Python 編～」としたプログラ

ミング研修を 2019 年 5 月から 8月に，月 1回実施

している．内容は，2018 年度の講座と同じ例題を

利用し，MicroPython を主として，講座の 2回分を

1回に圧縮したものである．

３．教科書の概要

教科書で取り上げている例題

等は，新学習指導要領における中

学校の技術科，高校の情報科で学

ぶ内容である． 

教科書の概要については，参考

文献（5）の Web サイトを参考に

してください． 
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